
藤沢市藤沢市�

茅ヶ崎市茅ヶ崎市�

寒川町寒川町�

平塚市平塚市�

大磯町大磯町�
二宮町二宮町�

藤沢市�

茅ヶ崎市�

寒川町�

平塚市�

大磯町�
二宮町�

▼
政
令
指
定
都
市

議
員

平
塚
市
、
藤
沢
市
、

茅
ヶ
崎
市
、
寒
川
町
、
大
磯

町
、二
宮
町
が
合
併
す
る
と
、

人
口
は
約
九
七
万
人
に
な
り
、

政
令
指
定
都
市
と
な
る
要
件

を
備
え
る
こ
と
と
な
る
。
政

令
指
定
都
市
を
目
指
す
ね
ら

い
を
聞
き
た
い
。

市
長

政
令
指
定
都
市
は
、

県
と
同
程
度
の
権
限
を
持
つ

こ
と
と
な
り
、
財
政
面
で
も

石
油
ガ
ス
譲
与
税
や
地
方
道

路
税
譲
与
税
、
宝
く
じ
の
発

行
等
の
新
た
な
財
源
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ

ら
に
国
県
道
の
管
理
、
児
童

相
談
所
や
保
健
福
祉
事
務
所

の
設
置
な
ど
事
務
の
委
譲
に

よ
り
、
事
務
の
効
率
化
や
総

合
的
な
施
策
の
実
施
が
可
能

と
な
る
。
と
り
わ
け
、
福
祉

の
分
野
で
は
大
き
な
権
限
が

委
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

▼
合
併
の
期
限

議
員

合
併
特
例
法
は
合
併

の
期
限
を
平
成
十
七
年
三
月

三
十
一
日
と
定
め
て
い
る
。

法
定
期
限
内
に
合
併
を
目
指

す
理
由
を
伺
い
た
い
。

市
長

最
大
の
理
由
は
、
合

併
特
例
債
の
発
行
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
的

施
設
の
整
備
事
業
な
ど
に
対

し
て
、
合
併
年
度
と
こ
れ
に

続
く
一
〇
か
年
度
で
約
八
〇

〇
億
円
の
地
方
債
が
充
当
で

き
、
そ
の
内
の
七
〇
％
を
普

通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
特

典
が
得
ら
れ
る
。
で
き
る
限

り
特
典
が
得
ら
れ
る
期
限
内

で
実
現
で
き
る
よ
う
研
究
を

進
め
る
こ
と
が
、
市
民
の
利

益
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

▼
相
違
点
と
課
題

議
員

三
市
三
町
の
事
務
事

業
の
相
違
点
と
課
題
を
調
査

中
と
聞
く
が
、
そ
の
内
容
と

目
的
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

現
在
、
約
二
五

〇
〇
項
目
の
事
務
事
業
を
調

査
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相

違
点
や
課
題
を
整
理
・
検
討

し
て
い
く
。
こ
の
作
業
の
目

的
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
元
化
に
向
け
た
分
析
」
と

「
財
政
等
さ
ま
ざ
ま
な
実
務

上
の
課
題
の
分
析
」を
行
い
、

湘
南
市
が
実
現
し
た
場
合
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
研

究
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
況

把
握
の
作
業
は
八
月
を
め
ど

に
、
そ
の
後
の
一
元
化
の
分

析
等
に
つ
い
て
は
、
年
明
け

を
め
ど
に
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
め
ざ
す
べ
き
都
市
像

議
員

目
指
す
べ
き
都
市
像

は
、
ど
の
よ
う
な
調
査
研
究

を
経
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
い
つ
頃
示
さ
れ
る
の
か
。

企
画
部
長

現
在
三
市
三
町

の
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
の

現
況
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
基
礎
調
査
を
踏
ま
え
、

今
後
、
湘
南
市
の
あ
る
べ
き

都
市
像
の
研
究
を
進
め
て
い

く
。
こ
れ
ら
は
、
研
究
の
進

展
に
応
じ
、
議
会
や
市
民
に

情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

▼
広
報
活
動

議
員

市
民
の
皆
さ
ん
が
合

併
に
つ
い
て
考
え
、
判
断
で

き
る
よ
う
に
、
十
分
な
情
報

を
提
供
す
べ
き
と
考
え
る
。

見
解
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

「
湘
南
市
研
究

会
」
で
は
、
四
月
に
広
報
紙

と
し
て
「
明
日
の
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
た
め
に
市
町
の
こ

と
を
考
え
て
み
よ
う
」
を
五

六
〇
〇
部
発
行
し
た
。
五
月

に
は
講
演
会
を
藤
沢
市
民
会

館
で
開
催
し
、
約
八
〇
〇
人

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
そ
の

内
容
は
「
湘
南
市
研
究
会
情

報
フ
ァ
イ
ル
」
と
し
て
公
民

館
窓
口
に
も
配
置
し
て
い
る
。

一
方
、
市
で
は
広
報
ひ
ら
つ

か
六
月
十
五
日
号
か
ら
「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
湘
南
市
構

想
」
の
月
一
回
の
連
載
を
開

始
し
た
。
今
後
は
全
戸
配
付

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
回
覧
等

に
よ
る
情
報
提
供
も
実
施
し

て
い
き
た
い
。

▼
市
民
参
加

議
員

市
民
の
皆
さ
ん
が
十

分
に
意
見
を
交
換
し
合
い
、

市
町
村
合
併
の
決
定
に
反
映

さ
せ
る
し
く
み
が
必
要
と
考

え
る
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

湘
南
市
構
想
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
議
論
の
高

ま
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
は
、
み
ん
な
の
ま
ち

情
報
宅
配
便
、電
子
メ
ー
ル
、

説
明
会
や
講
演
会
な
ど
の
中

で
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
ら
の
ご
意
見
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
情
報
フ
ァ
イ
ル
等
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開

催
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
議
論
や
意
見
交
換
が
で
き

る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い

と
も
考
え
て
い
る
。

議
員
（
財
）平
塚
市
開
発
公

社
が
行
う
自
動
車
駐
車
場
管

理
運
営
事
業
の
収
入
が
、
前

年
対
比
約
一
五
％
減
と
な
っ

て
い
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

西
口
バ
イ
ク
・

自
転
車
駐
輪
場
の
開
設
に
伴

い
、
西
口
時
間
貸
し
駐
車
場

を
閉
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、

約
一
五
〇
〇
万
円
の
減
収
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紅
谷

町
駐
車
場
の
改
修
工
事
に
よ

る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

議
員

同
公
社
の
駐
車
場
経

営
は
、
近
年
ど
の
よ
う
な
傾

向
に
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

毎
年
収
益
が
落

ち
込
ん
で
い
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
駅
周
辺
に
民
間
経

営
の
三
〇
〇
台
分
の
駐
車
場

一
か
所
を
は
じ
め
、
小
規
模

駐
車
場
が
一
五
か
所
ほ
ど
、

約
八
〇
台
分
が
開
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
景
気
の
低
迷

に
よ
る
交
通
手
段
の
変
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

駐
車
場
経
営
の
今
後

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

十
三
年
度
に
料

金
改
定
を
行
い
、
営
業
時
間

の
延
長
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

拡
幅
、
照
明
の
改
修
等
の
改

善
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も

引
き
続
き
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

市
が
積
極
的
に
駐
車

場
経
営
を
行
う
時
代
は
終
わ

り
、
同
公
社
が
目
指
す
べ
き

方
向
を
検
討
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
考

え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

中
心
街
に
位
置

す
る
こ
の
駐
車
場
は
、
通
勤

・
通
学
者
、
買
い
物
客
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
が

論
議
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中

で
、
慎
重
に
推
移
を
見
守
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

３３市市３３町町のの相相違違点点・・課課題題調調査査進進むむ

平
成
十
四
年
六
月
定
例
市
議
会
の
総
括

質
問
は
、
六
月
十
一
日
〜
十
四
日
の
四
日

間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

質
問
者
は
、
プ
ロ
グ
レ
ス
平
塚
議
員
団

が
瀬
下
浩
議
員
、
府
川
正
明
議
員
お
よ
び

端
山
愼
一
議
員
、
公
明
党
が
�
梨
孝
治
議

員
、前
田
晃
議
員
お
よ
び
穂
坂
光
俊
議
員
、

く
す
の
木
が
杉
山
善
彌
議
員
と
吉
野
和
美

議
員
、
新
政
ク
ラ
ブ
が
眞
敏
昭
議
員
と
小

泉
春
雄
議
員
、
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団
が
田
中
幸
雄
議
員
と
渡
辺
敏
光
議

員
、
ひ
ら
つ
か
政
友
ク
ラ
ブ
が
片
倉
常
夫

議
員
、
市
政
ク
ラ
ブ
が
土
屋
照
久
議
員
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
、
市
民
派
の
会
、
政
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

ひ
ら
つ
か
市
民
の
党
の
議
員
も
質
問
を
行

い
ま
し
た
。（
委
員
会
質
疑
も
併
せ
て
二

〜
七
面
に
掲
載
し
ま
す
）

市市
民民
へへ
のの
情情
報報
提提
供供
たた
だだ
すす

議
員

現
在
、
一
般
事
務
・

専
門
職
合
わ
せ
て
三
一
人
の

職
員
採
用
試
験
募
集
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
職
員
配
置
の

考
え
方
を
伺
い
た
い
。

助
役

環
境
や
福
祉
等
、
業

務
が
拡
大
す
る
部
門
で
は
増

強
を
図
り
、
そ
の
要
員
は
全

庁
の
各
業
務
で
厳
し
く
見
直

し
を
行
い
、
減
員
や
委
託
化

に
よ
り
補
う
こ
と
と
し
、
定

員
の
六
％
削
減
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

採
用
数
は
退
職
数
よ
り
約
一

〇
人
少
な
い
人
員
で
、
新
し

い
業
務
に
も
対
応
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

議
員

本
年
三
月
時
の
退
職

者
か
ら
適
用
さ
れ
た
再
任
用

制
度
に
よ
る
職
員
は
、
ど
の

よ
う
に
配
置
し
た
の
か
。

助
役

再
任
用
職
員
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
向
け

た
公
共
施
設
の
休
日
開
館
や

開
館
時
間
延
長
に
対
応
す
る

管
理
運
営
業
務
、
あ
る
い
は

市
民
相
談
や
用
地
交
渉
な
ど
、

長
年
培
っ
て
き
た
行
政
経
験

が
発
揮
で
き
る
部
門
に
配
属

し
て
い
る
。

議
員

近
年
、
行
政
の
専
門

化
、
多
様
化
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
専
門
的
な
知
識

・
経
験
を
必
要
と
す
る
業
務

が
増
え
て
い
る
。
厳
し
い
社

会
状
況
に
対
応
し
て
、
民
間

の
有
能
な
人
材
を
積
極
的
に

登
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

市
長

本
市
で
は
、
平
成
十

三
年
四
月
に
県
下
の
自
治
体

で
初
め
て
電
子
情
報
技
術
お

よ
び
広
報
の
分
野
で
、
民
間

企
業
の
職
務
経
験
者
を
各
一

人
採
用
し
た
。
こ
の
職
員
は

民
間
で
の
経
験
を
大
い
に
生

か
し
、成
果
を
上
げ
て
い
る
。

議
員

今
後
の
方
針
を
伺
い

た
い
。

市
長

今
後
も
民
間
経
験
者

の
採
用
を
継
続
す
る
方
針
で

あ
る
。
専
門
的
業
務
等
に
関

し
て
任
期
を
定
め
て
採
用
す

る
特
例
法
「
地
方
公
共
団
体

の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
の
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
、
民
間
経
験
者
の
採
用

は
大
き
く
前
進
す
る
と
考
え

て
い
る
。

再
任
用
制
度
の
適
用
開
始

民
間
経
験
者
の
登
用
は

開発公社

議

会日

誌

５
・
９

議
会
運
営
委
員
会

５
・
１６

議
会
運
営
委
員
会

〃

臨
時
市
議
会

〃

四
常
任
委
員
会

〃

議
会
運
営
委
員
会

５
・
２７

議
会
運
営
委
員
会

６
・
３

定
例
市
議
会
初
日

６
・
１１

定
例
市
議
会
二
日
目

６
・
１２

定
例
市
議
会
三
日
目

６
・
１３

定
例
市
議
会
四
日
目

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
・
１４

定
例
市
議
会
五
日
目

６
・
１７

総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

総
務
経
済
委
員
協
議
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

６
・
１８

教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
・
１９

駅
周
辺
・
中
心
市
街
地

活
性
化
特
別
委
員
会

６
・
２４

議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

７
・
３

議
会
報
編
集
委
員
会

７
・
２２

議
会
報
編
集
委
員
会

政
府
は
今
国
会
に
武
力
攻

撃
事
態
法
、
安
全
保
障
会
議

設
置
法
改
正
案
、
自
衛
隊
法

改
正
案
の
い
わ
ゆ
る
有
事
関

連
三
法
案
を
提
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

三
法
案
の
基
本
と
も
言
え
る

「
有
事
」
の
定
義
が
判
然
と

せ
ず
、米
軍
を
支
援
す
る「
周

辺
事
態
」
と
の
境
界
も
混
然

と
し
た
ま
ま
で
あ
る
。ま
た
、

先
の
周
辺
事
態
法
で
は
、
自

治
体
に
対
し
て
国
が
「
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
有

事
で
は
国
が
代
執
行
す
る

「
強
制
力
」
を
も
つ
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

政
府
は
統
一
見
解
と
し

て
、
自
衛
隊
が
私
有
地
で
も

陣
地
を
築
け
る
「
武
力
攻
撃

が
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事

態
」
と
、
部
隊
が
実
際
に
展

開
さ
れ
る
「
武
力
攻
撃
の
お

そ
れ
の
あ
る
場
合
」
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
定
義
付
け
さ
れ
た

も
の
の
、
各
自
治
体
に
対
す

る
「
強
制
力
」
が
拡
大
解
釈

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

政
府
は
、
自
衛
隊
が
「
で

き
る
こ
と
」
ば
か
り
を
先
行

し
、
国
民
に
と
っ
て
最
も
必

要
な
生
命
・
財
産
の
保
護
に

関
し
た
法
整
備
を
同
時
に
行

わ
ず
、
二
年
以
内
を
目
標
に

後
回
し
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
に

お
け
る
有
事
に
つ
い
て
は
、

国
民
の
不
安
感
を
ぬ
ぐ
い
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

一

政
府
は
、
国
会
に
お
い

て
国
民
が
納
得
で
き
る
十

分
な
審
議
を
尽
く
し
、
拙

速
を
避
け
る
こ
と
。

二

我
が
国
憲
法
の
平
和
主

義
の
理
念
を
実
践
し
、
平

和
で
平
等
な
国
際
社
会
を

つ
く
る
こ
と
に
努
力
す
る

こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
四
年
六
月
二
十
四
日

平

塚

市

議

会

有有
事事
関関
連連
三三
法法
案案
のの
慎慎
重重

審審
議議
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべきききききききききききききききききききききききききききき都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像はははははははははははははははははははははははははははは

「湘南市」構想で幅広い議論を展開

（�）平成��年（２００２年）�月�日ひらつか議会だより

前
年
対
比

今
後
の
運
営
方
針
尋
ね
る

写真は空から見た市中心部

市
職
員
配
置
の
考
え
聞
く
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